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区分
正副委員長

氏　　　　　　　　　　　　　名
正 副

総務常任委員会 遠　藤 本　田 平　野 熊　木 神　谷 秋　元
監査委員　手塚静枝

文教・建設常任委員会 召　田 鈴　木 冨　岡 菅　原 酒　井 細　井 望　月

健康福祉常任委員会 榎　本 手　塚 岡　嵜 斎　藤 高　橋 石　井 伊　東

市民生活常任委員会 三　浦 馬　場 花　井 中名生 栗　原 山　崎

交通対策特別委員会
石　井 細　井 鈴　木 冨　岡 酒　井 岡　嵜 花　井 手　塚 馬　場 榎　本 斎　藤

本　田 中名生 伊　東 秋　元

議会改革特別委員会 神　谷 山　崎 召　田 平　野 菅　原 三　浦 遠　藤 望　月 高　橋 栗　原

議会運営委員会 伊　東 榎　本 細　井 望　月 中 名 生 神　谷 高　橋 栗　原

議会だより編集委員会 召　田 花　井 冨　岡 平　野 酒　井 手　塚 神　谷 伊　東

競艇組合議会
鈴　木 冨　岡 召　田 平　野 菅　原 岡　嵜 花　井 三　浦 馬　場 遠　藤 望　月

栗　原 伊　東 秋　元

衛生センター組合議会 菅　原 酒　井 榎　本 細　井 本　田 中名生 神　谷 高　橋 石　井 山　崎

新
し
い
議
会
構
成
で
ス
タ
�
ト

新
し
い
議
会
構
成
で
ス
タ
�
ト

新
し
い
議
会
構
成
で
ス
タ
�
ト

議
長
に
熊
木
照
明
氏
　
副
議
長
に
斎
藤
直
子
氏

議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙
後
初
め
て
の
臨
時

会
が
２
月
６
日
に
開
会
し
、
正
副
議
長
、
常
任
委
員
会
な
ど
、

今
後
の
運
営
上
で
必
要
な
議
会
構
成
を
決
定
し
、
９
日
に
閉

会
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
熊
木
照
明
氏
（
志
政
ク
ラ
ブ
・
３
期
）、
副
議

長
に
斎
藤
直
子
氏
（
平
成
会
・
３
期
）
を
選
挙
に
よ
り
選
出

し
ま
し
た
。

新
し
い
議
会
の
構
成
は
下
表
を
、
各
議
員
の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
は
２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

戸
田
市
議
会
役
職
名
簿

〝
開
か
れ
た
議
会
〟

に
向
け
て
全
力
で

取
り
組
み
ま
す

こ
の
た
び
議
長
、
副
議
長
に
選
任
さ
れ
、
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

長
引
く
経
済
不
況
の
中
、
地
方
自
治
体
は
独

自
の
創
意
と
工
夫
の
も
と
、
自
治
体
経
営
の
発

展
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
〝
か
じ
取
り
〟
の
一
翼
を
担
う
議
会
と

し
て
も
、
よ
り
〝
開
か
れ
た
議
会
〟
へ
の
改
革

に
努
め
、
将
来
に
夢
と
希
望
が
も
て
る
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
英
知
を
結
集
し
、
市
民
の
皆
様

の
負
託
に
こ
た
え
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
戸
田
市
議
会
を
注
視
し
て
い
た
だ

き
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長

熊木　照明

副議長

斎藤　直子

No159号　
2009 年 ( 平成 21 年 ) 3 月 1 日

2月初議会号

やさしいまちに、なりたい。

①臨時議長により開会 ② 50音順の仮議席で進行 ③代表者会議にて

就 任
あいさつ
就 任
あいさつ



とだ議会だより 159 号

議

員

の

横

顔

議

員

の

横

顔

３

13
番

　熊く
ま
き木

　照て
る
あ
き明

志
政
ク
ラ
ブ

全力で市民生活向上に
昭和 28 年 6 月 19 日
戸田市新曽南 1‐8‐2
442 − 2606〔総務〕

14
番

　遠え
ん
ど
う藤

　英ひ
で
き樹

平

成

会

堅忍不抜。一意専心
昭和 47 年 6 月 21 日
戸田市下前 2‐9‐21‐603
431 − 3699〔総務〕

15
番

　斎さ
い
と
う藤

　直な
お
こ子

平

成

会

めざす！感動の絆創り
昭和 36 年 5 月 13 日
戸田市本町 5‐2‐20‐1104
441 − 3625〔健康福祉〕

16
番

　細ほ
そ
い井

　幸ゆ
き
お雄

平

成

会

率先垂範
昭和 23 年 12 月 13 日
戸田市大字新曽 123
442 − 3140〔文教・建設〕

23
番

　石い
し
い井

　民た
み
お雄

志
政
ク
ラ
ブ

市民と市政を結ぶ議会
昭和 22 年 6 月 3 日
戸田市美女木 1‐19‐5
421 − 4271〔健康福祉〕

22
番

　栗く
り
は
ら原

　隆り
ゅ
う
じ司

志
政
ク
ラ
ブ

安心と希望の市政を！
昭和 27 年 10 月 12 日
戸田市笹目南町 17‐31
421 − 5102〔市民生活〕

24
番

　伊い
と
う東

　秀ひ
で
ひ
ろ浩

平

成

会

富貴不驕、貧賤不依
昭和 23 年 9 月 25 日
戸田中町１‐9‐11‐101
433 − 1160〔健康福祉〕

25
番

　山や
ま
ざ
き崎

　雅ま
さ
と
し俊

平

成

会

目指します。日本一！
昭和 29 年 10 月 20 日
戸田市下戸田 2‐13‐2
447 − 2139〔市民生活〕

26
番

　秋あ
き
も
と元

　良よ
し
お夫

平

成

会

為政清明が信条です
昭和 22 年 3 月 28 日
戸田市美女木 2‐9‐4
421 − 5104〔総務〕

18
番

　望も
ち
づ
き月

　久ひ
さ
は
る晴

日
本
共
産
党

生活優先で頑張ります
昭和 22 年 10 月 21 日
戸田市喜沢南 2‐5‐16
444 − 7904〔文教・建設〕

17
番

　本ほ
ん
だ田

　
　哲て

つ

日
本
共
産
党

くらし守る市政めざす
昭和 47 年 12 月 26 日
戸田市南町 2‐12
444 − 1453〔総務〕

19
番

　中な

か

な

お

名
生

　隆
た
か
し

公

明

党

環境生きがい花のまち
昭和 23 年 2 月 24 日
戸田市笹目 6‐16‐44
421 − 1339〔市民生活〕

20
番

　神こ
う
や谷

　雄ゆ
う
ぞ
う三

公

明

党

市民目線が立脚点
昭和 23 年 3 月 17 日
戸田市下前 2‐1‐35‐106
444 − 8109〔総務〕

21
番

　高た
か
は
し橋

　秀ひ
で
き樹

民
主
・
無
所

属
ク
ラ
ブ

財政の健全化に努力
昭和 21 年 9 月 24 日
戸田市喜沢 2‐23‐10
432 − 7707〔健康福祉〕

抱 負
生 年 月 日
住 所
電話 所属常任委員会

写 真

２月６日、次のとおり会派が
結成されました。

○平　成　会　　　　　　７人
○志政クラブ　　　　　　５人
○公　明　党　　　　　　５人
○日本共産党戸田市議団　４人
○民主・無所属クラブ　　３人
○新　風　会　　　　　　１人
○無　所　属　　　　　　１人

戸
田
市
議
会
の
４
年
間
を
担
う

平成 21年 2月 6日　開会前に“議員信条”を唱和し、第 12期戸田市議会がスタートしました。

戸
田
市
議
会
の
４
年
間
を
担
う

２

１
番

　鈴す
ず
き木

　麗れ
い
こ子

公

明

党

環境と福祉に全力投球
昭和 23 年 12 月 22 日
戸田市大字新曽 1436‐7
445 − 1671〔文教・建設〕

２
番

　冨と
み
お
か岡

　節せ
つ
こ子

民
主
・
無
所

属
ク
ラ
ブ

大きな目と耳を持つ！
昭和 30 年 7 月 28 日
戸田市中町 2‐17‐5‐109
433 − 3865〔文教・建設〕

３
番

　召め
す
だ田

　
　厚

あ
つ
し

志
政
ク
ラ
ブ

誠心誠意、一生懸命！
昭和 37 年 8 月 1 日
戸田市上戸田 3‐4‐15‐303
442 − 0034〔文教・建設〕

４
番

　平ひ
ら
の野

　
　進

す
す
む

新

風

会

初心に戻り市民と共に
昭和 24 年 12 月 1 日
戸田市笹目 6‐7‐1
421 − 1253〔総務〕

５
番

　菅す
が
わ
ら原

　文ふ
み
ひ
と仁

無

所

属

夢、情熱、使命感！
昭和 50 年 7 月 30 日
戸田市美女木 8‐21‐6
422 − 1673〔文教・建設〕

６
番

　酒さ
か
い井

　郁い
く
ろ
う郎

平

成

会

一生戸田 ! 頑張ります
昭和 50 年 3 月 4 日
戸田市上戸田 5‐2‐9‐503
432 − 9168〔文教・建設〕

７
番

　岡お
か
ざ
き嵜

　郁い
く
こ子

日
本
共
産
党

みんなの声を市政に！
昭和 45 年 8 月 16 日
戸田市氷川町 1‐5‐24‐205
431 − 2730〔健康福祉〕

８
番

　花は
な
い井

　伸の
ぶ
こ子

日
本
共
産
党

市民の負託にこたえる
昭和 30 年 12 月 16 日
戸田市大字新曽 942‐12
441 − 4431〔市民生活〕

９
番

　手て
づ
か塚

　静し
ず
え枝

公

明

党

誠実と熱意で全力疾走
昭和 26 年 7 月 17 日
戸田市美女木 8‐21‐7
421 − 1827〔健康福祉〕

10
番

　三み
う
ら浦

　芳よ
し
か
ず一

公

明

党

行動と政策実現で勝負
昭和 29 年 12 月 15 日
戸田市川岸１‐６‐２
441 − 9088〔市民生活〕

11
番

　馬ば

ば場
栄え
い
い
ち
ろ
う

一
郎

民
主
・
無
所

属
ク
ラ
ブ

後生大事、滅私奉公
昭和 39 年 11 月 3 日
戸田市本町 1‐10‐5‐1303
444 − 3616〔市民生活〕

12
番

　榎え
の
も
と本

　守も
り
あ
き明

志
政
ク
ラ
ブ

市民の目線で街づくり
昭和 35 年 6 月 16 日
戸田市大字新曽 248
441 − 6650〔健康福祉〕

議
席
番
号

　
　氏
名

　
　会
派

抱 負
生 年 月 日
住 所
電話 所属常任委員会

写 真



4
本紙は環境に配慮し、再生紙と大豆油インキを使用しています。

議
員
定
数
26
人
に

よ
る
第
12
期
戸
田

市
議
会
が
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
編
集
委
員
（
　
⑥
）
が
心

を
一
つ
に
し
て
、
親
し
み
や
す
い
議

会
情
報
の
発
信
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
一
言
ず
つ
…
。

員
は
〝
芯
〟
は
大
き
く
、〝
信
〟

は
太
く
、
そ
し
て
脳
は
や
わ
ら

か
く
で
す
ね
！
頑
張
り
ま
す
。（
と
）

邪
な
の
か
花
粉
な
の
か
、
く
し

ゃ
み
を
連
発
…
お
ま
け
に
黄
砂

ま
で
…
耐
え
ま
し
ょ
　
　 

　
　（
あ
）

て
楽
し
い
、
み
な
さ
ん
か
ら
親

し
ま
れ
る
紙
面
づ
く
り
に
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

（
す
）

る
気
満
々
の
新
人
で
す
！
頑
張

っ
て
お
も
し
ろ
い
紙
面
を
つ
く

り
ま
す
！          

　
　
　
　 

（
酒
）

当
選
後
に
出
産
し
た
娘
が
、
こ

の
春
、
中
学
を
卒
業
し
ま
す
。

私
も
新
た
に
ス
タ
ー
ト
！   

　
（
花
）

常
の
中
で
も
〝
ほ
っ
と
一
息
〟

大
事
で
す
よ
ね
。
ゆ
っ
く
り
深

呼
吸
…
心
も
頭
も
す
っ
き
り
。 （ 

　
）

年
に
一
度
だ
け
で
は
な
く
、
発

行
の
た
び
に
中
毒
（
注
読
）
さ

せ
る
「
だ
よ
り
」
目
指
し
て
。(

Ｕ)

た
戻
っ
て
き
て
、
議
会
だ
よ
り

編
集
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、

ほ
っ
と
一
息
。
皆
さ
ん
に
感
謝
！
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｉ
）

風見や初日４ま 議

3
月
４
日

5
日

6
日

　
9
日

10
日

11
〜
13
日

16
日

23
日

�

総
括
質
問

議
案
質
疑

一
般
質
問
①

一
般
質
問
②

一
般
質
問
③

常
任
委
員
会

特
別
委
員
会

委
員
長
報
告
、

討
論
、
採
決
、

閉
会

議会の予定 議会の予定 3月 

会
期
２
月
23
日

～
３
月
23
日

３
月
定
例
会
　
開
催
中
‼

こ
れ
か
ら
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

☆





　
　
初
議
会
　
選
挙
後
に
初

め
て
招
集
さ
れ
る
議
会
で
、

議
長
・
副
議
長
や
常
任
委
員

会
等
の
顔
ぶ
れ
を
決
め
ま

す
。
本
市
議
会
で
は
２
日
間

の
本
会
議
日
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

　
　
仮
議
席
　
議
長
の
も
と

で
議
席
が
指
定
さ
れ
ま
す

が
、
議
長
が
選
挙
で
決
ま
る

ま
で
は
、
最
年
長
の
議
員
が

臨
時
議
長
と
し
て
、
50
音
順

で
仮
の
議
席
を
指
定
し
て
議

事
を
進
行
し
ま
す
。

　
　
会
派
　
市
政
に
対
し
て

同
じ
考
え
や
意
見
を
も
っ
た

議
員
同
士
が
集
ま
り
、
議
会

活
動
を
行
う
た
め
の
政
策
グ

ル
ー
プ
で
す
。
議
会
運
営
上

の
交
渉
や
政
務
調
査
費
の
受

給
は
会
派
が
単
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
市
で
は
一
人
会

派
も
認
め
て
い
ま
す
。

　
　
選
挙
　
議
会
内
で
行
わ

れ
る
選
挙
６
件
の
う
ち
代
表
的

な
も
の
は
議
長
・
副
議
長
の
選

挙
で
す
。
選
挙
方
法
は〝
投
票
〟

と
、
名
前
を
挙
げ
て
推
選
す
る

〝
指
名
推
選
〟
が
あ
り
ま
す
が
、

本
市
で
は
投
票
で
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
選
挙
に
は
公
職
選

挙
法
の
規
定
が
準
用
さ
れ
ま

す
。

　
　
互
選
　
各
委
員
会
の
委

員
長
・
副
委
員
長
の
選
出
は
、

な
る
ほ
ど
！

初

議

会

な
る
ほ
ど
！

初

議

会

な
る
ほ
ど
！

初

議

会

委
員
の
中
か
ら
互
い
に
選
び
合

う
互
選
の
方
法
で
行
い
ま
す
。

選
挙
と
同
じ
く
、
投
票
や
指
名

推
選
の
方
法
が
あ
り
、
本
市
で

は
指
名
推
選
で
行
っ
て
い
ま

す
。

　
　
特
別
委
員
会
　
２
つ
以

上
の
常
任
委
員
会
に
ま
た
が
る

案
件
な
ど
、
そ
の
重
要
性
、
特

殊
性
を
考
慮
し
て
、
特
定
の

テ
ー
マ
で
審
査
・
調
査
の
た
め

に
設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

案
件
の
調
査
等
が
終
了
す
れ
ば

廃
止
さ
れ
ま
す
。

前
号
の
訂
正

【
議
長
選
挙
の
開
票
結
果
】

熊
木
照
明
（
志
政
ク
ラ
ブ
）　
22
票

望
月
久
晴
（
日
本
共
産
党
）　
４
票

【
副
議
長
選
挙
の
開
票
結
果
】

斎
藤
直
子
（
平
成
会
）　
　
　
22
票

花
井
伸
子
（
日
本
共
産
党
）　
４
票

９
ペ
ー
ジ
中
名
生
隆
議
員
の
「
市
民
の
安
全

を
守
る
た
め
に
」の
答
弁
者
は
、正
し
く
は「
市

民
生
活
部
長
」
で
す
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。

④議長選挙の開票シーン。結果は下記参照 ⑤議会運営委員会 ⑥編集委員一同

２月６日、26議員により庁舎前庭で。

そ
の
世
界
で
し
か
通
用
し

な
い
特
殊
な
用
語
、
い
わ
ゆ

る
業
界
用
語
―
―
地
方
自
治

法
や
会
議
規
則
を
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
に
運
営
さ
れ
る
議
会
に

も
、
そ
の
よ
う
な
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
初
議
会
の
中
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
み
ま
し
た
。


